
（様式１） 

校 種 
小 ・ 中 

どちらかに〇 
学校番号 ２４ 学校名 宇都宮市立平石北小学校 

 

令和２（２０２０）年度 学校経営計画 

１ 教育目標

（１） 基本目標 

心身ともに健康で，自ら考え主体的に行動し，徳・知・体の調和のとれた人間性豊かで 

たくましく生きる児童を育成する。   ～ 心ゆたかで かしこく たくましく ～ 

（２）具体目標（具体的な児童生徒像など） 

目指す子ども像 育てたい能力・態度 今年度の目標（重点） 

思いやりがあり

協力し合える子 

 (心ゆたかで） 

 豊かな心，共生の心 

・ 元気なあいさつや正しい言葉づかいをする 

・ 誰とでも仲良くする 

（いじめのない温かな人間関係をつくる） 

進んで学び自ら

考える子 

(かしこく） 

 学ぶ意欲， 

問題発見・解決能力 

・ 「めあて」にそって進んで学習し，学びを振り 

返る 

・ いろいろな分野の本を読み，読み取る力を育てる 

心と体をきたえ

る子 

(たくましく） 

 気力，健康・体力 
・ 健康な心と体をつくる 

・ 好き嫌いなく食事をする 

２ 学校経営の理念 

― 楽しく「学び」・勇気をもって「チャレンジし」・みんなで「支え合う」 

活気ある学校経営の推進 ― 

３ 学校経営の方針 

（１） 目指す学校の姿（本校の使命）  

「活気あふれる地域の学校」  

児童と保護者と地域の思いを大切にし，地域の教育資源の有効活用を図りながら，創意

工夫のある教育活動を目指す 

（２） 学校像と教職員像 

 ①夢や意欲がもてる学校           ②心豊かで思いやりのある児童が育つ学校 

 ③互いの個性やチャレンジを認め合える学校 ④保護者・地域から信頼される魅力のある学校

⑤自己のキャリアを高めようとする意識の高い教職員    

⑥人間性・社会性豊かで信頼される教職員（学校スタッフとの連携） 

⑦学校組織の一員として学びあい，協働し支え合う教職員 

（３）「平北プロジェクト」（本校教育の重点）の策定と全職員の参画による実践推進 



  プロジェクト１「さわやか生活プロジェクト」（心ゆたかで）：いじめのない温かな人間関係の構築 

  プロジェクト２「いきいき勉強プロジェクト」（かしこく）：学校課題の推進 

  プロジェクト３「すくすく体プロジェクト」（たくましく）：健康な体作りと食育 

  プロジェクト４「地域から学ぼうプロジェクト」（特色ある学校づくり）：地域との連携 

 

 

 

４ 教育課程編成の方針 

  社会に開かれた教育編成のため，カリキュラムマネジメントの視点から，一貫性，相互関連性の

ある教育課程・各種年間指導計画を作成し，教育活動を展開する。 

① 各教科の教育内容を相互関係でとらえ，教科横断的な視点で内容を組織的に配列する。 

② 子供たちの姿や地域の現状に基づき，教育課程を PDCAサイクルで実施改善する。 

③ 小規模校の特性を生かし，教育内容と地域等の外部も含めた人的・物的な資源を効果的に組み

合わせる。（各種ボランティア・平北ファーム・高齢者との交流活動 等） 

 

５ 今年度の重点目標（「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○） 

（１）学校運営 

・学校マネジメントシステムを生かした活気あふれる地域の学校づくりの推進 

・教育活動の充実と精選，放課後研修の集中化を図り，勤務時間を意識した働き方の推進 

・チーム力を生かした組織による業務の円滑化 

（２）学習指導 

○・安心して考えを伝え合い，互いに高め合える学級集団の育成 

~自分で！みんなで！考える学習の重視！~ 

（３）児童生徒指導 

○・望ましい生活習慣を身に付け，元気なあいさつ，正しい言葉づかいのできる児童の育成 

（４）健康（体力・保健・食・安全） 

・自己の健康・体力についての理解を深め，進んでその向上に努める児童の育成 

 

６ 学習指導，児童生徒指導，健康（保健安全・食育）・体力に関する取組  

※ 様式２～４参照 

 

７ 特色ある学校づくり等に関する取組 

（１）育てたい資質・能力 

「地域や自然を愛する心をもち，社会性を身に付けた子供の育成」 

  （具体目標） 

① 地域の自然や人材，施設を教育活動に積極的に活用し，生命尊重の精神や豊かな心，集団や 

[鬼怒地域学校園教育ビジョン] 

 学習や学校行事を通して，学校生活に意欲をもって取り組む子供の育成 



 社会の一員として大切な態度などを育成する。 

② 地域との多様な交流を通して，自分を見つめるとともに，自己の生き方を考えさせる。   

③ 地域での体験活動等を通した学習により，主体的に学ぶ力と学ぶことの楽しさや成就感を体 

 得させる。 

【今年度のめあて】・地域や自然を愛する心をもつ 

       ・自ら判断し正しく行動する 

（２）具体的取組（提案型予算「頑張る学校プロジェクト」に関する取組には文頭に◇） 

ア「生命を尊重する心」や「豊かな心」を育てるための教育活動の充実 

   ◇・教科…積極的な出前授業・地域人材活用授業や地域素材の教材化 

    ・特別の教科 道徳…心に響く教材を工夫し，考え議論する道徳授業の実践  

    ・学校行事・児童会活動…学校農園活動・地域の福祉施設とのふれあい活動 

    ・総合的な学習の時間…身近な地域を知り，日本・世界へ関心を高める学習 

               自分のよさを知り，生き方を考える学習 

    ・宇都宮学…地域資源・教材を活用した，郷土の愛着を育むための指導の充実 

    ・プログラミング教育の実践・タブレットの活用    

    ・なかよし班活動…縦割り班による清掃や給食，行事や遊びによる活動 

    ・読書活動…豊かな感性を育てるための読書活動の充実 

読み聞かせボランティアの活用 

   イ 生命尊重の心を育てる植物の栽培活動の実践 

    ・学校農園や教材園における作物栽培（全学年 学校行事・生活科・理科） 

   ウ 特色ある学校づくりについての地域への啓発及び協力依頼 

    ・学校便りや学年便り等各種便り，ホームページによる発信 学校公開日の設定 

   エ 潤いのある美しい環境の充実 

   ◇・地域ボランティアと共に活動する「花いっぱい運動」の実践（美化委員会活動･生活科） 

    ・校内環境整備の工夫と充実 

   オ 地域との交流の促進 

    ・教育活動の成果発表 運動会･ＰＴＡ文化祭･地域行事への参加（学校行事・各教科） 

    （音楽集会・感謝の会 等） 

   ◇・地域の施設（高砂荘）訪問での発表・体験活動（総合的な学習の時間） 

   ◇・地域の方の協力による体験活動，米作り等（生活科・総合的な学習の時間） 

    ・地域学校園内の円滑な交流活動の推進（特別支援学級交流活動） 

   カ 地域の大人から生き方を学ぶ学習（キャリア教育との関連） 

   ◇・地域の人々から職業や生き方について学び考える「生き方講演会」    

キ 学習成果の発表の機会の充実 

◇・展示パネルや掲示板などを有効に活用し児童の学習や活動成果の掲示 

８ 本市の重点施策・事業との関連 

（１）地域とともにある学校づくり（魅力ある学校づくり地域協議会との連携・協働を含む） 

   ①基本的考え 



    本地区は，保護者はもとより祖父母等の家族が代々本校出身である家庭も多く，学校によせ

る地域の期待や思いはことのほか大きい。そのような中で学校が積極的に情報を発信し学校経

営の意図や方向性，児童の活動や頑張りの様子を伝えることが大切と考える。特に，地域協議

会構成員の積極的な教育活動への参画を促していきたい。 

   ②主な取組 

・学校便りや各種便り，ホームページによる積極的な情報の発信  

・地域協議会ボランティアによる体験活動（学校農園活動・米作り・昔遊び体験 等） 

・地域の施設（高砂荘）訪問での発表・体験活動 

   ・地域自治会長との懇談会や公開日の授業参観の実施 

（２）小中一貫教育・地域学校園 

   ①基本的考え 

    実態を踏まえて，さらなる基礎学力の向上を図る。また，特別支援学級の連携，及び普通学

級における特別な配慮を要する児童・生徒についての情報交換をもとに，一人一人に寄り添っ

た指導を心がける。 

   ②主な取組 

・児童一人一人のよさを認め励ますことで，自信や自己有用感を高める指導 

・「めあて」の効果的な提示とふり返りの時間の工夫，自分の考えを書く活動と説明や話合い

を関連づけた指導 

・授業の約束・準備や着席，良い返事や言葉づかい等の学習規律の確立 

・望ましい生活習慣の定着に向けた指導と，「ひらきたよい子の 1日チェックリスト」の活用 

・学習と生活に関する「プロジェクトチーム」による評価とマネジメント 

・研修サポート事業を活用した教師の授業力の向上 

 （３）不登校対策 

   ①基本的考え 

    本地域学校園にとって「不登校対策」は大きな課題である。不登校傾向や行き渋り等が見ら

れる児童に対しては，登校できている間の関わりや支援を重視し，新たな不登校を生まないた

めに，全職員による組織的な対応と家庭との連携を進めていきたい。 

   ②主な取組 

   ・基本的な対応「１日休んだら電話連絡 ２日続けて休んだら家庭訪問」の徹底 

・児童の自己肯定感を高め，互いを認め合うような居心地の良い学級づくりを進める 

・「欠席状況共有シート」を活用して情報の共有化を図り，組織的・継続的な支援を行う 

・ＳＣの活用や，保護者との情報や支援策の共有による連携を図る 


